
広報WARABI ● 平成30年６月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● ５月１日現在人口：75,109人 前月比  ＋416人
 　　　　　　　　　   男 38,134人　女 36,975人
　　　　　　　　　 世帯数：38,827
　　　　　　　　　 人口密度：14,698人／km２

2018/平成30年
わらび・809

「はっけよい、残った、残った」
わんぱく相撲蕨場所が開催！
　５月20日、市民体育館で蕨市少年相
撲大会が開催。団体戦と個人戦が行わ
れ、幼児から小学生までの男女70人に
よる熱戦が繰り広げられました。会場
は、ちびっ子力士たちの気合いのこ
もったぶつかり合いと保護者の皆さん
による声援で熱気に包まれていました。

～今月の特集～
 ◦�街なか AED
 　　ステーション事業
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→中心となって組織する団体（市内に事業所を有する団体含む）　申し込み＝消防本部総務課警防係（☎441・0173） 広報WARABI　2

　市内の24時間営業のコンビニエンスストアとガソリ
ンスタンドにＡＥＤを設置する、街なかＡＥＤステー
ション事業を今月から実施します。２、３㌻では、同
事業の概要やＡＥＤの使用方法について紹介します。

然
の
心
肺
停
止
の
際
に
使

用
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）。
市
で
は
、こ
れ

ま
で
公
共
施
設
へ
の
設
置
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
施
設
が
閉
ま
る

夜
間
な
ど
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
今
月
か
ら
、
皆

さ
ん
が
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
24
時
間
営

業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
す
る
、
街
な
か
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
は
音
声
で

案
内
さ
れ
る
の
で
簡
単
に
扱
え
ま

す
が
、
万
一
の
と
き
に
落
ち
着
い

て
使
用
す
る
た
め
に
、
救
命
講
習

会（
３
㌻
）
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

街
な
か
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

今
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

▲先月15日の協定締結式の様子

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
総
務
課

警
防
係（
☎
441
・
０
１
７
３
）

　市民の皆さんが昼夜を問わずＡＥ
Ｄを使用できる環境を整えるため、
今月から市内の24時間営業のコンビ
ニエンスストアとガソリンスタンド
32店舗にＡＥＤを設置。これに先立
ち、先月15日、消防本部で市と各事業
者との間で協定締結式を行いました。

更なる救命率の向上へ
街なかＡＥＤステーション事業概要

突

ＡＥＤの設置先：㈱セブン-イレブン・ジャパン、㈱ファミリーマート、㈱ローソン、
㈱ローソンストア100、㈱エル・ティーエフ、ミニストップ㈱、㈱イハシエネルギー

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）は心臓がけいれんを起こし心肺停止
になったときに、電気ショックで正常に戻す医療機器。市内では、
公共施設や商業施設など、これまで約100か所に設置されています。
市では、使用方法について消防本部で定期的に講習会を開催してい
るほか、小学５年生を対象とした講習（右下写真）も実施しています。

▲中央小学校で行われた講習会

▶
消
防
職
員
か
ら
各
店
舗
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
布
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3　広報WARABI ＡＥＤの貸し出し／各種イベントやクラブ活動の遠征などにご利用ください　対象＝市内に住所を有する人が→

―いざというときに慌てないために―
ご参加ください！救命講習会

AED設置コンビニエンスストア、ガソリンスタンドー覧
1 ファミリーマートTKS錦町店 錦町1-2-5
2 ファミリーマートTKS錦二丁目店 錦町2-3-4
3 セブンイレブン蕨錦町2丁目店 錦町2-20-5
4 セブンイレブン蕨北町1丁目店 北町1-1-1
5 ローソン蕨北町一丁目店 北町1-17-21
6 ローソン蕨一本杉通店 北町1-20-2
7 セブンイレブン蕨市役所通り店 北町2-5-1
8 ローソンストア100蕨北町二丁目店 北町2-17-17
9 セブンイレブン蕨北町店 北町3-8-25
10 ローソン蕨北町五丁目店 北町5-9
11 ローソン・スリーエフ蕨駅前店 中央1-6-1
12 セブンイレブン蕨中央1丁目店 中央1-8-10
13 ローソンストア100わらび中央店 中央1-11-12
14 ミニストップ蕨中央2丁目店 中央2-5-5
15 セブンイレブン蕨中央2丁目店 中央2-13-6
16 ファミリーマートわらび西口店 中央3-3-16
17 ファミリーマート蕨中央店 中央3-5-7
18 セブンイレブン蕨中央3丁目店 中央3-24-22
19 ローソンストア100わらび中央五丁目店 中央5-9-20
20 セブンイレブン蕨中央店 中央6-12-28
21 ローソンストア100わらび中央六丁目店 中央6-15-13
22 ファミリーマート蕨南町一丁目店 南町1-32-14
23 セブンイレブン蕨南町4丁目店 南町4-6-28
24 ファミリーマート蕨南町四丁目店 南町4-12-5
25 セブンイレブン蕨駅東口店 塚越1-2-5
26 ローソン蕨駅東口店 塚越1-4-2
27 セブンイレブン蕨東口1番街店 塚越1-5-1
28 ファミリーマート蕨塚越三丁目店 塚越3-10-37
29 セブンイレブン蕨塚越3丁目店 塚越3-14-9
30 セブンイレブン蕨塚越5丁目店 塚越5-39-14
31 ローソン蕨塚越六丁目店 塚越6-30-6
32 セルフ西川口SS　イハシエネルギー 塚越7-14-1

◀
普
通
救
命
講
習
会
の
様
子

佐
さ

藤
とう

 廣
ひろ

美
み

さん
南町４丁目・67歳

　４年前に救命講習会
に参加しましたが、確
認のため先月再度受講
してきました。定期的
に受講することでしっ
かり身につくのでいざ
というときに安心です。

再度受講で更に安心

◀
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印

①普通救命講習＝10日･23日･７月
４日･18日･８月８日･22日
②上級救命講習＝９月７日
時間＝①午前９時～正午
　　　②午前９時～午後５時
ところ＝消防本部
対象＝中学生以上の市内在住在勤
　　　在学者
申し込み＝所定の申込書を消防本
　　　　　部総務課（☎441･0173）

坂
さか

上
うえ

 紅
ほん

梅
めい

店長
ファミリーマート
蕨塚越三丁目店

　ＡＥＤはレジ付近に
設置して、緊急時には
お声がけいただければ
すぐに貸し出します。
これからもいろいろな
面から地域に貢献して
いきたいと思います。

緊急時にお声がけを

　救急救命時にはどな
たでも借りることがで
きます。近くのＡＥＤ
設置店（左表）で必要な
旨を伝え、受け取って
ください。なお、その
際に身分証の提示や申
請書は必要ありません。

※�左表の設置店のほか、従
来の設置場所については
市ホームページをご参照
ください（右ＱＲコード）

街なかＡＥＤの利用方法

こんなときにはAED

AEDの使用方法

電気ショック

　除細動パッドを
　胸に貼る

電源を入れる１

２

３

普段どおりの
呼吸あり

呼吸なしまたは
とぎれとぎれ

倒れている人がいたら、
肩を軽くたたきながら、
大声で呼びかける

反応なし

大声で叫び応援を呼ぶ
119番へ電話・AED依頼

気道確保
応援・救急隊を待つ呼吸をみる

直ちに胸骨圧迫を開始
（心臓マッサージ）

人工呼吸
（省略可能）

AEDの電源を入れ、
指示に従う

救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で
繰
り
返
す

機種により、「蓋を開
けると自動的に電源が
入るタイプ」や「ボタ
ンを押すタイプ」があ
ります。

ＡＥＤが自動的に診断
します。音声ガイドに
従い、電気ショックが
必要な場合は、ボタン
を押してください。

音声ガイドに従い、衣
服を広げ、図のように
貼ります。
（※胸がぬれていると、パッ
ドを貼れない場合がありま
す。あらかじめタオル等で
拭いてください。）

特集：街なかＡＥＤステーション事業



広報WARABI　4→成31年３月15日まで　※予算がなくなり次第終了します　詳細＝県住宅課総務・民間住宅担当（緯048・830・5563）

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・
７
７
０
３
）へ
。

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
オ
カ
リ
ー
ナ
わ
ら
び
（
オ
カ
リ

ナ
）　
月
４
回
火
曜
日　

午
前
９
時

く
る
る　

月
１
０
０
０
円
≪
青
儀・

緯
080
・
５
４
０
４
・
５
２
１
２
≫

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東

小
か
塚
越
小　

月
２
５
０
０
円　

年
中
～
小
学
生
≪
武
藤
・
緯
080
・

５
０
６
３
・
６
２
２
２
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜

日
・
祝
日　

北
小　

月
１
５
０
０

～
２
０
０
０
円
（
未
就
学
児
は
年

間
１
０
０
０
円
）
年
中
～
小
学
生

活
動
時
間
要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・

４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　
土
曜
日　
午

後
１
時　
北
町
公
民
館　
年
１
２
０

０
円
≪
小
林
・
緯
431
・
３
１
８
０
≫

▼
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト
レ

＆
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・

金
曜
日　

午
前
６
時
15
分　

城
址

公
園
≪
平
田
・
緯
080
・
４
１
７
９
・

６
９
０
７
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　
月
４
５
０
０
円

≪
浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　

南
公
民
館　

無
料
≪

山
本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
ね
こ
の
み
み
（
市
民
交
流
・
談

話
）　
月
１
回　
正
午　
市
内　

５
０

０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

Q
教
育
セ
ン
タ
ー
と
は

ど
の
よ
う
な
機
関
で

す
か
。

A
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
支
援
す

る
た
め
「
と
も
に
悩
み
、
と

も
に
考
え
、
と
も
に
探
す
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
前
身
の
教

育
相
談
室
の
体
制
を
強
化
し

て
、
２
年
前
に
福
祉
・
児
童

セ
ン
タ
ー
内
に
整
備
し
た
機

関
で
す
。
児
童
生
徒
や
保
護

者
の
悩
み
の
解
消
に
向
け
て

相
談
に
応
じ
て
い
る
ほ
か
、

リポート　そこが知りたい

日本語特別支援教室のひとこま

〈131〉

今
年
４
月
に
中
央
小
の
校
舎
内
へ
移
転

更
に
機
能
が
充
実
し
た
教
育
セ
ン
タ
ー

　

児
童
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
の
ほ
か
、
外
国
人
児
童
生
徒
に
日
本
語
指
導
な
ど
を
行
っ
て

い
る
蕨
市
教
育
セ
ン
タ
ー
。今
年
度
、中
央
小
の
校
舎
内
に
移
転
し
機
能
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

今
月
は
装
い
新
た
に
な
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
水み
ず

野の

了さ
と
る

統
括
相
談
員
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

外
国
人
児
童
生
徒
に
初
歩
的

な
日
本
語
や
学
校
生
活
の
約

束
事
を
指
導
す
る
日
本
語
特

別
支
援
教
室
、
学
校
に
行
き

た
く
て
も
登
校
が
難
し
い
子

が
学
校
復
帰
へ
の
力
を
養
う

適
応
指
導
教
室
、
教
職
員
研

修
や
教
育
課
題
へ
の
対
応
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
職
員
の
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

A
今
年
度
か
ら
１
人
増

員
し
て
６
人
で
運
営

し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
全
体

を
見
る
統
括
相
談
員
の
ほ
か
、�

学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
事

案
へ
の
支
援
や
教
職
員
研
修

を
行
う
主
任
指
導
員
を
新
た

に
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
教

育
相
談
員
、
悩
み
を
も
つ
児

童
生
徒
の
環
境
改
善
に
向
け
、�

全
体
を
調
整
す
る
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
日

本
語
特
別
支
援
教
室
担
当
の

教
育
支
援
員
が
い
ま
す
。

Q
今
回
移
転
し
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
。

A
増
加
傾
向
に
あ
る
外

国
人
児
童
生
徒
へ
の

対
応
や
教
育
上
の
諸
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
更
な
る
機

能
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
今

年
４
月
に
中
央
小
の
校
舎
内

１
階
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
日
本
語
特
別
支

援
教
室
の
開
催
日
数
を
週
３

日
か
ら
週
５
日
に
拡
充
し
た

ほ
か
、
新
た
に
配
置
し
た
経

験
豊
富
な
主
任
指
導
員
を
中

心
に
、
教
職
員
の
資
質
・
指

導
力
の
向
上
や
多
様
化
す
る

教
育
上
の
諸
課
題
に
向
け
た

研
修
、
学
校
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
対
応
事
案
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
更
に
は

施
設
面
に
お
い
て
、
専
用
の

研
修
室
や
相
談
室
な
ど
を
整

備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Q
児
童
生
徒
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

A
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん

は
「
友
達
と
う
ま
く

い
か
な
い
」、
保
護
者
の
皆

さ
ん
は
「
子
ど
も
が
勉
強
に

つ
い
て
い
け
な
い
」
な
ど
と

思
い
悩
む
と
き
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
一

人
で
悩
ま
ず
に
、
教
育
セ
ン

タ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
来
室
で
も
電
話
で

も
相
談
は
可
能
で
す
。
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＜ところ＞
中央６ ︱８ ︱25　中央小学校校舎内１階
＜相談＞
相談日＝月～土曜日　午前９時～午後４時
相談方法＝�電話（緯434・8686か緯0120・378・302）

または来室（要予約）
＜日本語特別支援教室＞
開室日＝月～金曜日　午前９時～11時
＜適応指導教室＞
開室日＝月～木曜日　午前９時半～午後２時45分

～蕨市教育センター～

中央小

中の宮
公園

中央公園

蕨
 駅

市役
所通
り

西
川
口
→西口

教育センター

福祉・児童センター

病院

コンビニ

ガソリン
　スタンド

福祉・児童センター

スーパースーパー

病院

病院

銀行

教育センター教育センター

コンビニ

ガソリン
　スタンド

駅前
通り

駅前
通り

◀�従来よりも教職員研
修や教育課題の研究
の中心的機能を有す
　ることになりました

▶子育てや学校生活に
　における問題につい
　て、相談をお受けし
　ています

水野 了
統括相談員



5　広報WARABI 多子世帯の住宅取得に補助金交付／対象＝18歳未満の子が３人以上または２人（条件付き）の世帯　応募＝平→

問い合わせ＝わらびネットワーク
ステーション（緯445・7256）

見本市
とき=16日（土）　午後１時～４時
ところ=市民会館・中央公民館
内容＝各団体の活動発表､ 展示､ 模
　　　擬店､ 人材バンクの紹介など

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

▶

小学校内で田植え体験
　

東
小
学
校
５
年
生
の
児
童

49
人
が
、
５
月
７
日
、
校
内

の
田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
行
い

ま
し
た
。
苗
の
準
備
か
ら
植

え
る
ま
で
の
作
業
を
先
生
に

教
わ
り
な
が
ら
行
い
、
農
業

の
楽
し
さ
や
た
い
へ
ん
さ
を

学
び
ま
し
た
。
植
え
ら
れ
た

苗
が
大
き
く
育
っ
て
稲
に
な

る
秋
頃
に
は
、
収
穫
の
体
験

授
業
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

地域の交流深める祭り
　
５
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
け
や
き

荘
で「
け
や
き
荘
ま
つ
り
」が

開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は

童
謡
唱
歌
や
民
舞
踊
の
発
表

の
ほ
か
、
書
道
や
俳
画
、
双

子
織
の
作
品
展
示
な
ど
、
施

設
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
日
頃

の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
、

参
加
し
た
６
７
５
人
は
地
域

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

マナー守り自転車運転
　

自
転
車
を
正
し
く
安
全
に

乗
っ
て
も
ら
お
う
と
、
５
月

17
日
、
北
小
学
校
で
「
自
転

車
交
通
安
全
教
室
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
蕨
警
察
署
の
か

た
の
指
導
の
下
、
参
加
し
た

４
年
生
95
人
は
、
校
庭
に
設

け
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
自
転
車

で
走
行
し
な
が
ら
、
正
し
い

乗
り
方
や
安
全
確
認
の
方
法

に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。

親子で楽しいイベント
　

５
月
27
日
、
福
祉
・
児
童

セ
ン
タ
ー
で
「
子
育
て
支
援

フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
実
行
委
員
会
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
運

営
の
下
、
工
作
や
遊
び
の
コ

ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
大
道
芸
な

ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
盛

況
。
訪
れ
た
１
９
６
０
人
に

と
っ
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

花を楽しむ春のお祭り
　

４
月
29
日
、
蕨
の
三
大
祭

り
の
一
つ
「
苗
木
市
」
が
、

中
山
道
本
町
通
り
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
は
季
節
の

花
や
緑
で
美
し
く
彩
ら
れ
、

模
擬
店
な
ど
も
出
店
し
た
ほ

か
、
三
学
院
を
主
な
会
場
と

す
る「
藤
ま
つ
り
」も
同
時
開

催
さ
れ
、
訪
れ
た
３
万
５
０

０
０
人
は
春
の
う
ら
ら
か
な

ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▼
ビ
ー
ズ
ふ
れ
ん
ど
（
ア
ク
セ
サ

リ
ー
小
物
作
り
）　

第
１
・
３
木

曜
日　

午
前
９
時
半　

北
町
公
民

館　

月
２
０
０
０
円
（
材
料
費
は

別
途
負
担
）
≪
五
十
嵐
・
緯
090
・

１
８
４
２
・
３
４
４
５
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
カ
ノ
ン
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

12
日　
午
後
１
時　
６
０
０
円　

く

る
る
≪
坂
内
・
緯
443
・
８
９
６
８
≫

▼「
熊
谷
・
星
溪
園
」参
加
者
説
明

会　

日
時
等
は
電
話
確
認
≪
日
帰

り
旅
倶
楽
部
・
岩
本
・
緯
090
・
３

４
３
１
・
４
２
９
５
≫

▼
小
西
久
童
尺
八
講
習
会　

19
日・

21
日
・
29
日　

午
後
７
時　

市
民

会
館　

無
料
≪
小
西
・
緯
080
・
３

３
９
１
・
９
０
０
３
≫

▼
地
域
交
流
サ
ロ
ン　

１
日
・
８

日
・
15
日　

午
前
９
時
半　

じ
ゃ

す
み
ん
蕨
（
北
町
５
―

５
―

12
）
仲

間
づ
く
り
や
友
達
づ
く
り　

無
料

≪
栗
原
・
緯
299
・
５
８
９
０
≫

▼
Ｓ
Ｋ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

６
日
・
21
日
・
28
日　

午
後
１
時

く
る
る　

４
９
９
円
≪
犬
塚
・
緯

080
・
５
１
８
３
・
８
３
４
２
≫

▼
江
戸
あ
る
き「
甲
州
街
道
・
下
高

井
戸
宿
か
ら
永
福
町
の
寺
町
を
通

っ
て
築
地
本
願
寺
和
田
堀
廟
所
ま

で
」　
２
日
・
７
日　
午
前
９
時　
蕨

駅
改
札
前　

７
０
０
円
≪
富
山
・

緯
090
・
２
７
６
４
・
１
３
４
２
≫

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

５
日

＝
中
央
公
民
館　

８
日
＝
南
公
民

館　

21
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後

７
時　

語
り
合
い
の
場
≪
高
橋
・

緯
090
・
２
３
０
２
・
８
５
１
０
≫

　元気なシニアの皆さんが市民活動
やボランティアに参加するきっかけ
作りにと、アクティブシニアの社会
参加支援事業としてボランティア・
市民活動見本市と体験会を開催しま
す。16日の見本市では講演会や各団
体の活動発表､相談会が行われ､23日
からの体験会では各団体の活動を体
験できます。興味のある活動を見つ
けてこの機会にぜひご参加ください。

ボランティア
市 民 活 動見本市・体験会

あなたの元気の素がきっとみつかる

※入場は見本市のスタンプラリーに参加
された人を優先。手話通訳・要約筆記あり。

講師
林
はやし

家
や

たい平
へい
さん

（落語家・埼玉県
地域デビュー楽し
み隊隊長）

とき
午後４時半

～６時

166/ 笑顔のもとに笑顔が集まる
講演会（入場無料）

体験会
期間＝23日（土）～７月31日（火）
内容＝�ボランティアや趣味など、各

団体のふだんの活動を体験
参加費＝無料（一部実費負担あり）
申し込み＝�16日までにわらびネット

ワークステーション（見
本市当日の会場でも可）

※見本市・体験会の詳細は、
　ホームページをご参照く
　ださい（右ＱＲコード）



■「ダメ。ゼッタイ。」普及運動／20日～７月19日　薬物乱用防止　詳細＝埼玉県南部保健所（緯048・262・6111） 広報WARABI　6

ワ
ラ
ビ　

お
隣
の
Ａ
男
さ
ん

だ
。
ど
こ
行
く
ん
だ
ろ
う
？

Ａ
男
さ
ん　

こ
ん
に
ち
は
。

こ
れ
か
ら
、
市
の
特
定
健
診

を
受
け
に
行
く
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

そ
れ
は
い
い
こ

と
ね
。
定
期
的
に
健
診
を
受

け
る
こ
と
は
た
い
せ
つ
よ
。

定
期
的
な
健
診
に
よ
り
健
康
状
態
の
確
認
を

健
診
後
の
保
健
指
導
で
健
康
づ
く
り
を
支
援

Ａ
男
さ
ん　

特
定
健
診
は
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
予

防
に
つ
な
が
る
み
た
い
だ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

生
活
習
慣
病
？

お
母
さ
ん　

よ
く
聞
く
言
葉

だ
け
ど
詳
し
い
こ
と
は
…
。

ワ
ラ
ビ　

じ
ゃ
～
教
え
て
も

ら
い
に
行
こ
う
よ
！

ワ
ラ
ビ　

こ
ん
に
ち
は
。
生

活
習
慣
病
と
特
定
健
診
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

保
健
師　

生
活
習
慣
病
と
は

食
生
活
の
偏
り
や
運
動
不
足
、

喫
煙
、
飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
が
原
因
で
発
症
す
る
高
血

圧
症
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
な
ど
の
こ
と
で
す
。

お
母
さ
ん　

日
頃
の
不
摂
生

が
主
な
原
因
な
の
ね
。

保
健
師　

重
症
化
し
た
場
合

は
日
本
人
の
死
因
の
半
数
以

上
を
占
め
る
が
ん
、心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
を
発
症
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す（
資
料
１
）。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
は
怖
い
ね
。

だ
か
ら
健
診
を
受
け
る
ん
だ
。

保
健
師　

は
い
。
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
特
化

し
た
特
定
健
診
は
、
そ
の
該

当
者
と
予
備
群
を
早
期
に
発

見
し
て
、
健
診
後
の
特
定
保

健
指
導
で
生
活
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

お
母
さ
ん　

血
液
・
尿
検
査

や
身
体
測
定
を
行
う
の
よ
ね
。

と
こ
ろ
で
特
定
保
健
指
導
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
し
ら
。

保
健
師　

生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
人

と
、
高
い
人
を
対
象
に
そ
れ

ぞ
れ
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
（
資
料
２
）。

ワ
ラ
ビ　

い
ろ
い
ろ
と
応
援

し
て
く
れ
る
ん
だ
。

保
健
師　

生
活
習
慣
病
は
、

ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
放
置
す
る
と
重

症
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
康

状
態
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

親と子の
ニュースの
小窓

40～74歳　国保加入者
特定健診で生活習慣病の
早期発見・予防を

　生活習慣病の改善と予防を目的に、
40歳から74歳までの市国保加入者を
対象に毎年行っている特定健診｡ 今
月中旬から順次受診券が届き､ 蕨・
戸田市内の指定健診機関で10月末ま
で受診が可能になります。ぜひこの
機会に健康状態を確認しましょう。

｢

健
診
結
果
を
生
か
し
て
生
活
習
慣
の
改
善
を｣

と
野
沢
保
健
師

受診してよかった！
特定健診・特定保健指導を受けた人の声

保健指導で効果を実感
　前回初めて特定保健指導を受け、
運動や食事改善に取り組んでいま
す。栄養士のかたなど専門家から
のお話は、取り組みを実践する上
でとても参考になっています。体
重が減るなど効果を実感できてい
るので、継続していきたいです｡

永
なが

松
まつ

 京
きょう

子
こ

さん
塚越４丁目・65歳

忙しいかたこそ健診を
　家族のため、経営しているお店
のため、毎年欠かさず特定健診を
受けています。健康状態を把握で
き安心感を得られますし、万一の
際には早期発見にもつながるので、
仕事などで忙しい40・50代の現役
世代の皆さんにお勧めしたいです。

沼
ぬま

野
の

井
い

 潤
じゅん

一
いち

さん
南町３丁目・48歳

　健診後、生活習慣病のリスクが高い人に特定保健指導
の案内をし､希望者に健康づくりに向けた支援をします。

詳細／特定健診＝医療保険課（緯433・7736）
　　　特定保健指導＝保健センター（緯431・5590）

資料２：特定保健指導でリスクの減少へ

行動目標を立て、専門家が３～６か月
の間、継続的に積極的支援を実施。

行動目標を立て、自主的に実行できる
ように専門家が動機付け支援を実施。

生
活
習
慣
病

　
　

の
リ
ス
ク

高まりつつ
ある人

高い人

▶

▶

　がん（悪性新生物）、心
疾患、脳血管疾患が半数
以上を占めています。主
な原因は動脈硬化で、そ
れを進行させる代表的な
要因がメタボリックシン
ドロームです。

資料１：日本人の死因の半数以上を占める生活習慣病
死因別死亡割合

肺炎
9.1％

不慮の事故
2.9％

腎不全
1.9％

自殺
1.6％

肝疾患
1.2％

その他
22.8％

大動脈瘤及び解離
1.4％

老衰
7.1％

厚
生
労
働
省「
Ｈ
28
人
口
動
態
統
計
」

悪性新生物
28.5％

心疾患
15.1％

脳血管疾患
8.4％



7　広報WARABI 『キラリ！！みんなの力』は、わらびネットワークステーション（緯445・７２５６）の市民活動登録団体を紹介しています

～ 傾聴ボランティアさわやか会 ～

紹介します！皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

メッセージ

木
きの

下
した

 宣
のり

子
こ

 代表

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

わ
や
か
会
は
約
１
年

前
に
創
立
し
た
団
体
で
、
現

在
13
人
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま

す
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
、
主
に
高
齢
の
か
た
の
お

話
に
耳
を
傾
け
、
真
摯
に
聴

く
取
り
組
み
で
す
。
毎
月
１

回
、
北
町
の
蕨
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
で
午
前
９
時
か
ら
勉
強

会
を
行
い
、
そ
の
後
は
、
同

施
設
利
用
者
の
か
た
を
対
象

に
傾
聴
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

傾
聴
す
る
上
で
、
自
分
の

意
見
を
押
し
つ
け
な
い
こ
と

や
、
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
て
共
感
す
る
こ
と
、
守

秘
義
務
を
順
守
す
る
こ
と
な

ど
、
心
が
け
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
も

最
初
は
手
探
り
で
し
た
が
、

長
年
続
け
ら
れ
て
い
る
か
た

に
話
を
聞
い
た
り
、
仲
間
ど

う
し
で
話
し
合
っ
た
り
し
て

勉
強
し
な
が
ら
活
動
し
て
き

ま
し
た
。「
聴
い
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
、
ま
た
来
て
ね
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
、
私

た
ち
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

　

今
は
ま
だ
学
ぶ
こ
と
も
多

く
、
活
動
の
幅
を
持
た
せ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
は

他
の
施
設
で
も
行
い
、
傾
聴

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
16
日
の
市
民
活
動
見
本

市
（
５
㌻
）
に
も
参
加
し
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
か
た

は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

傾

活動の前に勉強会を行っている
皆さん

相手のためになにかしたいという気持ちを持ってい
る人は大歓迎です。詳しくは木下（緯442・5059）まで

千
かず

真
ま
ちゃん

（４歳２か月）

彰
しょう

真
ま
ちゃん

（４歳２か月）

山
やま

本
もと

　文
ぶん

司
じ

さん　
陽
よう

子
こ

さんの
長男・二男　　　
　　錦町５丁目

すずちゃん
（１歳８か月）

遠
えん

藤
どう

　昭
しょう

一
いち

さん　
友
ゆ

紀
き

さんの
二女　　　　

　　塚越４丁目

　
「
１
歳
に
な
る
前
か
ら
絵

本
を
眺
め
る
の
が
大
好
き
な

す
ず
。
最
近
は
５
歳
年
上
の

姉
・
り
ん
を
ま
ね
て
、
ク
レ

ヨ
ン
を
使
っ
た
お
絵
描
き
に

も
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
外
に
出
れ
ば
と
て
も
活
発

に
動
き
回
り
、
転
ん
で
も
へ

っ
ち
ゃ
ら
。
公
園
で
は
新
し

い
遊
具
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

年
上
の
子
た
ち
の
輪
へ
ど
ん

ど
ん
加
わ
っ
て
い
っ
し
ょ
に

遊
ぶ
な
ど
、
成
長
ぶ
り
に
驚

か
さ
れ
る
毎
日
で
す
。
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
触
れ

な
が
ら
、
明
る
く
た
く
ま
し

い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」と
、母
親
の
友
紀
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－554－

　

先
日
、
蕨
市
出
身
で
、
宝

塚
歌
劇
団
雪
組
ト
ッ
プ
娘
役

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
真ま

彩あ
や

希き

帆ほ

さ
ん
に
蕨
市
Ｐ
Ｒ
大
使

に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
真
彩
さ
ん
は
、
小
学
生

の
時
、
東
公
民
館
で
行
わ
れ

て
い
る
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
ラ
ビ
コ
に
参
加
し
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
と
出
会
い
ま
し
た
。

私
も
、
毎
年
、
ラ
ビ
コ
公
演

に
お
伺
い
し
て
い
る
の
で
、

真
彩
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
か

ら
、
生
き
生
き
と
踊
る
姿
を

見
て
き
ま
し
た
。
持
ち
前
の

頑
張
り
で
、
宝
塚
音
楽
学
校

に
合
格
し
た
時
に
は
、
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
市
役
所
ま
で

報
告
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
真
彩
さ
ん
が
、
宝
塚

歌
劇
団
で
、
ト
ッ
プ
娘
役
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
、

市
長
と
し
て
大
変
誇
ら
し
い

こ
と
で
す
し
、「
蕨
が
大
好
き
」

と
言
っ
て
蕨
市
Ｐ
Ｒ
大
使
に

就
任
し
て
く
れ
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

真
彩
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
、
多
く
の
人
々
に
感
動

を
与
え
る
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
と

し
て
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

宝塚の真彩希帆さんが
蕨市ＰＲ大使に就任

108

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は７日です。７月は５日
です。時間は午後１時～５時
を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へご連絡を。 ５月19日に宝塚歌劇団で

行われたＰＲ大使委嘱式
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室
の
作
業
部
屋
に
置
か
れ

た
、
高
さ
約
2.5
㍍
、
カ
ツ

ラ
の
木
で
造
ら
れ
た
明み

ょ
う

星じ
ょ
う

観か
ん
音の

ん
の

像
。
爪
先
や
服
の
し
わ
な
ど
細
部

ま
で
こ
だ
わ
っ
て
彫
ら
れ
た
そ
の

仏
像
と
向
き
合
い
、
神
経
を
集
中

さ
せ
な
が
ら
修
繕
作
業
に
励
ん
で

い
る
の
は
、
仏
師
の
立
川
幸
照
さ

ん
（
76
歳
・
中
央
１
丁
目
）
で
す
。

　

仏
師
と
は
、仏
像
を
彫
っ
た
り
、

修
繕
し
た
り
す
る
彫
刻
家
の
こ
と

で
、
立
川
さ
ん
は
江
戸
時
代
末
期

か
ら
続
く
仏
師
の
家
系
の
４
代
目
。

３
歳
の
頃
か
ら
父
の
指
導
の
下
、

修
行
を
積
む
と
と
も
に
、
父
の
勧

め
で
さ
ま
ざ
ま
な
有
名
彫
刻
家
に

弟
子
入
り
し
な
が
ら
、
己
の
技
術

広
報
蕨
　
八
〇
九
号
　
平
成
三
十
年
六
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
仏師　　　　　　　　　　

立
たち

川
かわ

 幸
こう

照
しょう

 さん

一

仏像に魂を込めて

を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
20
歳
の
頃

に
は
日
展
に
も
出
展
す
る
な
ど
、

一
人
前
の
職
人
と
し
て
作
品
を
手

が
け
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機

に
大
工
に
転
職
。
家
族
を
支
え
る

た
め
に
、
一
度
は
そ
の
道
を
閉
ざ

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
立
川
さ
ん
の
仏
師
と
し

て
の
魂
に
再
び
火
が
灯
っ
た
の
は
、

東
日
本
大
震
災
の
と
き
で
し
た
。

被
災
地
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る

こ
と
は
な
に
か
。
脳
裏
に
浮
か
ん

だ
の
は
、「
自
分
が
最
後
に
手
が
け

た
明
星
観
音
の
像
を
役
立
て
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
早
速
、
蕨
市
に
寄
進
を
申

し
出
た
と
こ
ろ
、
岩
手
県
陸り

く

前ぜ
ん

高た
か

田た

市
に
あ
る
金こ

ん

剛ご
う

寺じ

で
役
立
て

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
仏
像
が
今
、
立
川
さ
ん
の

と
こ
ろ
に
里
帰
り
し
て
い
ま
す
。

金
剛
寺
の
本
堂
の
再
建
に
合
わ
せ

て
化
粧
直
し
を
す
る
た
め
で
す
。

ひ
び
割
れ
に
は
木
を
埋
め
込
み
平

ら
に
し
、
や
す
り
で
の
研
磨
と
下

色
の
塗
り
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

人
の
肌
の
よ
う
に
滑
ら
か
に
仕
上

げ
て
い
き
ま
す
。「
腕
の
け
が
で

作
業
が
で
き
な
い
期
間
も
あ
り
ま

し
た
が
、
自
分
の
生
涯
最
高
の
出

来
に
し
て
渡
し
た
い
」
と
意
気
込

む
立
川
さ
ん
。
復
興
へ
の
願
い
、

仏
師
と
し
て
の
誇
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
を
仏
像
に
込
め
る
大
仕
事

が
今
、
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

輝

いて
ます

仏像を丁寧に磨く立川さん ▶明星観音像

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabeyosa
i

　

こ
の
絵
は
明
治
７
年（
１
８
７
４
）

に
出
版
さ
れ
た
女
性
の
た
め
の
啓け

い

蒙も
う

書
、『
近き

ん

世せ
い

女お
ん
な

大だ
い

学が
く

』
の
口
絵
で
す
。

『
近
世
女
大
学
』
は
、
江
戸
時
代
に

書
か
れ
た
『
女
大
学
』
と
い
う
女
性

の
た
め
の
教
訓
書
の
書
名
を
タ
イ
ト

ル
に
付
け
、
内
容
は
西
洋
で
は
男
女

が
同
権
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
明
治
時

代
の
女
性
に
必
要
な
、
当
時
最
先
端

の
知
識
や
情
報
な
ど
を
、
時
の
文
化

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

天才絵師の作品

蕨にあり
─ No.25 ─

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日
　　　　毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般600円
　　　　中学生～大学生500円
　　　　小学生以下300円
　 　 　（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　６月25日(月)まで
「暁斎・暁翠が見た明治維新150年｣ 展　同時開催
「河鍋楠美コレクション　寄贈作品による現代作家」展

版本『近世女大学』口絵 
暁斎画･土居光華著 明治７年（1874）　淡山楼刊

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

人
・
土ど

居い

光こ
う

華か

が
記
し
て
い
ま
す
。

暁
斎
は
右
頁ペ

ー
ジ

に
は
洋
装
の
西
洋
人
の

夫
婦
、
左
頁
に
は
日
本
人
の
夫
婦
と

子
ど
も
を
描
き
、
西
洋
と
日
本
は
文

化
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
絵
画
に

よ
っ
て
対
比
さ
せ
、
分
か
り
や
す
く

読
者
に
伝
え
て
い
ま
す
。


